
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)42, 343-344(1989)

改良鼠返の増殖培養における無機塩類濃度の影響

伊 藤 聡 子・ 工 藤 哲 朗
*

(山形県蚕業試験場・
*中
央蚕業指導所 )

Effects of Concentration of lnorganic Base on Propagation of Mulberry,

Kairyone2umigaesi by Tissue Culture

TOshiko ITO and Tetsuro KuDO*

(Yamagata Sericultural Experiment Station・
*Chuo Sericultural Consulting Center)

1 は じ め に

クワにおいても他の植物と同様に組織培養技術を種苗生

産に応用するための研究が行われており,これを優良桑苗

の大量生産に結びつけるためには,初代培養で得られた培

養シュートの増殖が不可欠と考えられる。この培養シュー

トの増殖については,液体振とう培養法
",0,寒
天培地 上

での横伏せ法4,継代培養法0な どが試みられている。
筆者らは,かつて,挿木法などの従来の手法では活着率

が低い改良鼠返に着目して,冬芽の初代培養を行い,培養

シュートを得ている1)が ,今回,寒天培地上で改良鼠返培

養シュートの増殖を試み,無機成分の濃度の影響について

検討を行い,若千の知見が得られたので報告する。

2試 験 方 法

(1)供試品種   改良鼠返
② 材料の養成
冬芽 (′88 4月「 旬採取)を MS+BA 1 7te/′ +3%
果糖+08%寒天培地 (pH56)を 用いて,26± 2℃ ,2,
000Lx(16時間明/8時間暗)で 30日 間培養した後 ,更
に同組成の培地で30日 ごとに 2回継代し,培養シュートを

養成した。

3)供試シュートの調整
図 1の ように培養シュートを切り分け,頂芽については

1～ 2葉付,腋芽については, 1葉付の茎付腋芽と無葉の

茎付腋芽に調整 し,供試した。
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と,所定濃度の12濃度の培地 (以下 1/2MS,ただしビタミ

ン類は/1)を作成し,それぞれにBAl"/′ と果糖 3%
08%寒天を加え,pH 56に調整後,高圧滅菌し用いた。

15)培養条件

気温26■ 2℃ .人工照明2,OIXII´ x,16時 間明/8時 FBl
暗とし,培養30日 目に調査した。

3 試験結果及び考察

置床個体からのシヨート形成率を図2に示した。頂芽の

場合には%MSの 方がMSよ リシュート形成率が高かった

が,茎付腋芽の場合では,MSの方が%MSよ りも高いシュ
ート筋共率となり頂芽と茎付腋芽では異なる結果となった。

工藤ら3)は ,剣持の培養シュート (頂芽・ 4～ 5葉付)の

発根培養において,MSと 1/2MSを 比較検討し,発根良好
な個体を得るには1/2MSが適するという結果を得ている。

このようなことから,増殖培養においても頂芽の場合には,

%MSが適していると考えられた。

図2 無機塩類濃度とシュートの生育
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図 1 供試シュートの形態
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しかしながら,効率的な増殖を行うためには,シ ュート

形成率のみならず,置床した1個体から,どれだけ多くの

芽を発生させられるかが重要である。表 1に発生したシュー

トの生育について示した。

頂芽0ま ,シュート形成率とは逆に平均シュート数,平均シュ

ート長ともMSの方が勝った。更に,発生 したシュートにどれ
だけの芽が付いているかを換算するため,着生芽数 (=平均
シュート数×展開葉数)を算出したところ,MSの方が高い値

表 1 無機塩類濃度とシュートの生育

であった。この値にシュート形成率を乗じてみると,MS●ま
76芽/1置床個体,1/2MSで は62芽/1置床個体となり,
差はやや縮まるものの,MSの値の方が高い結果となった。
茎付腋芽では,1葉付の場合にはMSと 1/2MSで平均シュ
ート数が同じ値となり,平均シュー ト長がMSの方が若千
長いものの,着生芽数は両者間で 1芽分の差にとどまった。
一方,無葉の場合には平均シュート数 ,平均シュート長と

もにMSが高く,着生芽数では%よ り4芽分多かった。更

(培養 30日 )

の高さ
",0に
注目する必要があると思われるが,振とう培

養で生じたシュートの馴化の問題とともに検討を要すると

思われる。
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注 *)着生芽数―平均シュー
**)( )内 一着生芽数×

卜長×展開葉数
シュート形成率

に, 1葉付と無葉のシュート形成率,シ ュートの生育を比
較すると,MSで は無葉の方が勝っていたが,1/2MSでは,
1郵寸の方が勝った。これは,無機塩類の少ない培地では

,

栄養素の不足により,葉 1枚分の内生的な要素による影響
を受けたものと思われる。

4 ま  と  め

改良鼠返の冬芽の初代培養で発生したシュートを継代増

殖した後に得られたシュートを頂芽と茎付腋芽 (1芽付 ,

無葉)に切り分け,無機塩類濃度の異なる培地 (Ms,1/2
MS)に置床し,シ ュートの生育について検討した。
頂芽のシュート形成率は,%MSが高かったが,増殖に重
要な着生芽数をみると,Msの方が培地として適 している
と考えられる。

茎付腋芽では,無葉でMSを用いた場合にシュート形成
率が高く,着生芽数も多かった。%MSでは 1葉付が無葉
よりも着生芽数が多く,着葉による内生的な影響を受けた
ものと考えられる。

増殖の効率化のためには,今後液体振とう培養の増殖率
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着生芽数 *)

頂芽 1～ 2
MS 17 9.s (7.6)**)
1/2MS 14 11 8 62(62)

腋芽 1

MS 13 52 68(51)
1/2MS 45 5,(32)

腋芽 0
MS 51 82(74)
1/2MS

'7
32 38(21)
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